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必要に応じて換算値を併記した。ちなみに 1パーツは、経済危機以前の 1994年から 1996
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段階 第 1段階 第2段階 第 3段階 第4段階
(狩猟・採集) (農業) (工業化) (脱工業化)
森林資源量 一定・均衡状態 減少 前半急速な減少 回復
後半:微減から回復
特徴 人間と自然との共 耕地の外延的 近代産業の勃興、近代的農業 資源利用の量的拡大
生、発展への文化的 拡大、林野の の形成、激しい人口増加、森 から質的な変化へ、
抑制や技術的制約 農地への従属 林の木材生産への特化 森林の多様な利用
が大きい
人々の価値 原始的宗教、伝統的 宗教、中世的 中世的価値観からの開放、近 環境思想の広まり

































































のーっとなっている[及)1 2000]。また、ケニアにおける Blackwattle(Acacia mearnsii) 
林のファーミングシステムへの導入は、市場のシグナルに対する農民の反応としてなされ
























































































































































Development Insti tute， Khonkaen Univ.: RDI) [1996]は、この地域における王室林野局









































































































林関連の法律や組織の整備が行われた。 1938年には、森林保護保全法(TheProtection and 
Reservation of Forests Act of 1938)によって(永久生産)保存林の指定が法制化された。
1941年には、基本法として現在まで効力のある森林法(theForest Act of 1941)が制定さ



























































































第 1次計画 (1961-1966)においては、国連食糧農業機関 (Foodand Agricultural 
Organization: FAO)の勧告に基づき、国土の 50%を森林として確保するよう計画された。
1964年には、これまでの森林保護保全法に代わり、固有保存林法(TheNational Forest 












































































































ては、農地改革事務所(AgriculturalLand Reform Office: ALRO)に権限を委譲し、農地改
革のための土地分配プログラム{ソーポーコー(SPK)プログラム}の対象地とされた[RFD
1996a: 72-76]。なお、 STKを発行された土地のほとんどは、農業適地として RFDがALROに
委譲し、 SPKプログラム対象地に切り替える方針をとっており、事実上の土地利用権の追認












ため、森林プランテーション法(TheForest Plantation Act of 1992)を制定した。これを
受けて、森林プランテーション法による造林を支援する「森林プランテーション造成普及
ブPロジェクト (KhrongkanSongsoem Kanpluksang Suanpa)Jが開始された。












法律により保護 内閣決議により 川寸 農地改革事務所 (ALRO)によるSPK



















































種の造林を奨励する「農民造林普及プロジェクト(KhrongkanSongsoern. Kasetakon Plukpa) J 
を実施した。また同年には、農業および農業組合省が進める農業生産構造改善プロジェク
ト(Khrongkanprap khrongsang lae rabop kanphalit kankaset)の一環として、キャッサ
パからのユーカリ等の早生樹種への転換を支援する「早生樹種造林普及プロジェクト


































プロジェクト名 期間 目的・対象 支援内容










農民造林普及プ 1994-1998 1)森林資源の再生。 5年間にわたる造林補助金{計
ロジェクト 2)農民の土地問題の 3000パーツ(経済危機前のレ
(1997年より経 解決。 ートで 120USドル)の支給:
済樹種造林普及 3)森林への不法侵入 初年度 800パ}ツ、以下
プロジェクトに 問題の緩和。 700，600，500，400パーツ}の支
改名) 4)職業としての林業 給による在来樹種造林の支援。 i
経営の斡旋・住民生
活の向上。
早生樹種造林普 1994-1997 1)早生樹種造林の普 苗木・肥料等の支援。
及プロジェクト (同年より 及により特定農作 農業・協同組合銀行(BAAC)によ
(農業・共同組 第2フェーズ 物の作付けを 30万 る低利融資。







































作物 1950-2 1958-60 1965-7 1974-5 1979-80 1989-90 1994-5 
トウモロコシ 255 1，275 4，113 7， 749 9， 529 11， 165 8，829 
キャッサパ 371 777 3，000 5，286 9， 562 8，093 
サトウキピ 412 911 865 1，935 2， 730 4，298 5，887 
ケナフ 62 427 2，631 2， 524 1，418 793 511 






























1953 1975 1980 1985 1991 1995 
東北部 27.4 28.3 28.0 27. 1 26.4 25.41 
北部 9.6 22. 7 22.4 22. 7 22.9 22.6 
中部 30. 7 33. 3 32.6 32.4 31. 9 31. 0 
南部 26. 1 23.5 22.0 23.2 22.6 22. 7 
全国 25.6 27.2 26.6 26.4 25.9 25.2 
































































少すらしたのである[Tinakornand Sussangkarn 1996:84Jo 
第 3は、マクロの規模でみた農業の生産構造が変化しつつあるという点である。まず、
耕種部門など、従来タイプの農業の占めるシェアが漸減し、果樹・畜産・花井栽培などの






































プロジェクト名 期間 目的 実施内容 備考
作物転作プログ 1981ー キャッサパ・タ 果樹・野菜・花 農業普及局の通
ラム パコなどの農作 井・園芸などへ 常業務の lっと
物の転作。 の転作の奨励 して実施。
東北緑化計画 1987-1992 1)自然環境 濯j厩等農業イン 国王によって提
(イサーン・キ (水・森林・ フラへの投資。 唱され、陸軍が
アオ・プロジェ 土地)の保 果樹・早生樹(ユ 主導権を握る、






4セクタープラ 1987ー 1)農業生産と 政府・民間企 1992年までに単
ン 所得の向上。 業・金融機関お 年度作物(9件)、










農業構造改善プ 1994ー 1997 コメ・キャッサ 代替作物として RFDを含む農業・
ロジェクト 第2フェーズ パ・コーヒー・ 野菜・花弁・果 共同組合省全体



















































































































































あったことに関しては、疑いの余地がない。 1985年には全国で 39万ライ(約 6.2万ha)




年 政府による造林 民間による造林 計 備考
1985 301 85 386 Unphiphathanaphong 
et. al [N. d. ] 
1987 323 266 589 森本[1991]
1992 1，291 畠山[1993]
1995 2， 180 FRC[1997] 
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[Nagata and Kono 1996]。この増加のかなりの部分が小規模な造林地であると考えられ、
農家林業の拡大を示唆するものとなっている。また、東部のアドバンス・アグロ社によれ
ば、現在工場は集荷範囲(150km四方)内にある約四万ライ (3.1万ha)の自社林と、約28万










東北部 1298. 7 47.4 
東部 787.3 28. 7 
北部 350.0 12.8 
南部 1.5 O. 1 
中部 303. 3 1. 1 












































































































































































- ~旨凶地-。~ 0.10 ・10.2。-目。・，.















仏P阻Tand NERAEO [ 1999]より作成。
-キ=
叫 @ 叩 20 閣 .， ・，..‘・句




z-s ・2-4 ・(-5 ・6・8・u以上
図 3-9:コーンケーン県におけるユーカリ私有林の分布密度(1997年)





























































































































































れた苗を植栽していく。植栽間隔は農家によって異なるが、一般に 2mX 2 m (1ライあた
り400本)の間隔で植えられている場合が多い。
また、植林後の施業として、森林局は毎年の施肥と下刈を推奨しているものの、初年度の
みに施肥を行うと答えた農家が 20戸中 11戸、まったく施肥しないと答えた農家が 5戸を
占めていたことも特徴的である。下刈に関しては、ユーカリ農家林では植林後全く行わな
いと答えた農家が 10戸中 5戸もあったo 住民によると、ユーカリを植えると雑草が生えな
いので、下刈はしなくてもよいという。それでも活着率は良く、 9割以上の値を示す場合が
























-伐期は 3-5年。 1 卜萌芽更新。
















項目 ユーカリ (Songanok) キャッサパ
13年の合計 1年の合計
費用 割合(出) 費用 割合(見)
労働費 地掠え 135.61 12. 57 248.87 21. 93 
植え付け 129. 32 11. 99 114.99 10.13 
収穫前維持管理 112.98 10.47 278. 30 24.52 
収穫 0.00 0.00 248. 78 21. 92 
収穫後 96.42 8.94 36.08 3. 18 
労働費計 474.33 43. 97 927.02 81. 69 
物財費 種畜 438.24 40.62 57. 15 5. 04 
肥料 51. 60 4. 78 42. 36 3. 73 
農薬・除草剤 4. 52 0.42 0.00 0.00 
農具他 30. 18 2.80 5.84 0.51 
物財費計 524. 54 48.62 105. 35 9.28 
その他費用 農具修理費 0.00 0.00 2.51 0.22 
借り入れ利子等 79.91 7.41 99.97 8.81 
その他費用計 79.91 7.41 102.48 9.03 
費用計 1078. 78 100.00 1134.85 
注 1: 1994年度のデータ。 Songanok[1994]、OAE[1994]より作成。
注2:キャッサパ生産費は、タイ東北部平均のデータである。 Songanokのデータは、東北部の農
家林家40戸を対象としており、 4伐期 13年の合計。 なお全て可変費用のみを示している。



























songsoem plukpa phak tawanok chiangnua)がこの地域で開始され、そこで苗木の無料配
布を受けた農家も存在している100 聞き取りでは、 6戸(29%)の農家が政府から苗木の無料
配布を受けたと答えており、労働費の上昇とは対照的に、物財費の上昇はある程度おさえ
10国際協力事業団と RFDによって、 1992年より開始された造林普及プロジェクト。東北部の 4
ヶ所に大規模な首畑センターを建設し、これを核として普及・訓練および麗示林の造成を行って






表 3-4: キャッサパとユーカリの収益性 (1994年、単位:パーツ/ライ)
キャッサパ ユーカリ ユーカリ ユーカリ ユーカリ
(r= 0出) (r = 0括) (r = 5出) (r = 10出) (r = 15出)
粗収益 1218. 66 9745. 73 6478.65 4502. 31 3251. 20 
生産費用 1034.88 998.87 927.23 868.91 819.93 
NP 183. 78 8746.86 5551. 42 3633.40 2431. 27 
ANP 183. 78 672.84 590.98 511. 50 435.47 
B/C-R 1. 18 9. 76 6.99 5. 18 3.97 
B/LC 1. 31 20.55 15. 15 11. 48 8.94 
B/MAC 11. 57 18.58 12.97 9.44 7. 13 
Pe=c (Baht/kg) n. a. 0.80 O. 76 O. 72 0.69 
IRR (拡) n. a. 53. 26 53. 26 53.26 53.26 


















































されたため、多くの農民がこれに参加したのである叱表 3-5にあるように、 1994年と 1995









1994 48， 147 716， 036 14.9 
1995 65，631 946， 190 14.4 
1996 21，663 327，904 15.1 
計 135，441 1，990，130 14. 7 一RDI [1996]より作成。
表 3-6:東北部における農民造林普及プロジェクト参加者の選択樹種(単位:ライ、%)
チーク jピルマカリン
1994 I 142， 326 (39) I 127，488 (35) 
1995 I 108， 342 (17) I 311，519 (48) 







































えている世帯が 8戸 (47ライ:約 7.5ha)、ピルマカリンのみの植栽が 3戸 (13ライ:約
































































































による面接調査を実施した。サンプノレ数は、 P村が 127戸中 122戸、 G村が 130戸全戸であ






























l+exp(bo + i:bjXij) 






































帯間で共同経営する形態:調査地の場合、 P村において 3世帯の共同が2例、 4世帯の共同























調査村一帯は、 P村の南東、 P村と G村の問、 G村の北西部の高みでは、キャッサパ・サ
トウキピなどの商業的な畑作や、ユーカリ農家林、桑園・果樹園が、その問の低みでは天
水田による自給的な稲作(主にモチ米作)が行われている。つまり、前章で述べた土地利


















規模は、 P村で21.4ライ(約 3.4ha)、G村で 19.3ライ(約 3.1 ha)であり、東北部の 1995










表4-2および表 4-3はそれぞれP村、 G村の就業構造を示したものである。 p村において
は自営商(行商など)、 G村においてはバンコク、コーンケーンの工場での雇用や、農業雇







図4-2はそれぞれ 1967年、 1983年、および 1996年の調査村周辺の土地利用を、図 4-3
は 1967年、 1983年および調査を実施した 1999年における、 P村と G村を横切る横断面の














作目 面積 所有世帯数 所有世帯 面積 所有世帯数 所有世帯
(ライ) (n=122) あたり平 (ライ) (n=130) あたり平
均規模 均規模
(ライ) (ライ)
水田 1，031.8 70 14.7 1，348.0 106 
畑地
キャッサパ 13.0 1 13.0 402.0 55 
サトウキピ 0.0 。 229.0 32 
ユーカリ農家林 401.5 35 11.5 38.0 7 
果樹園・菜園・桑園 10.0 3 3.3 30.0 12 
休閑地その他 171.5 11 15.6 182.0 28 
貸出地 80.0 6 13.3 241.0 12 
所有農地合計 1，707.8 79 21.6 2，470.0 119 
借入地 193.0 15 12.9 141.0 12 
村落内の貸借関係地 25.0 3例 102.0 7例



















職種 調査村周辺 コーンケーン ノミンコク その他・不明 計
農業 274 274 
自営商 143 143 
工場労働者 1 1 
会社員・サービス 2 1 
業従業員
運転手 1 1 
申県 職工・修理工 9 1 2 12 
草益語 公務員・教師 2 1 2 5 
看護婦 1 1 2 
メイド 1 1 
施設養鶏 2 3 5 
その他雑業 56 7 6 69 
兵役 1 1 
海外出稼ぎ 1 1 
農外就業計 216 12 12 4 244 





職種 調査村周辺 コーンケーン ノミンコク その他・不明 計
農業 381 381 
自営商 13 13 
工場労働者 50 32 1 83 
会社員・サーピ 6 4 8 18 
ス業従業員
轍 運転手 5 5 
z損k 職工・修理工 1 1 2 
副監 公務員・教師 5 2 1 8 
看護婦 2 2 
その他雑業 263 3 1 267 
不明 2 ~ 
海外出稼ぎ 2 21 














































































世帯数(戸) 45 149(63) 
世帯主の年齢(歳) 53.4 55.5(52.5) 
世帯員数 5.4 5.4(4.7) 
農業主従事者数 1.8 2.6(2.7) 
農外労働主従事者数 1.7 1.2(0.9) 
所有農地面積(フイ) 28.0 19.5(23.4) 
経営農地面積(フイ) 27.8 18.9包3.1)
耕作地面積(フイ) 25.3 17.2(21.9) 
車の所有台数(台) 1.2 0.3(0.2) 











土地・労働比 0.109(2.72)* 0.101(2.42) 
車の所有台数 1.615(6.29)** 1.640(9.29)会対
世帯員数 0.219(0.79) 0.214(0.87) 




分析対象世帯 93 97 
分析除外世帯 14 10 
N agelker ke R2 0.708 0.708 
割合による R2 0.903 0.897 

















































0・20 13 31 
20・40 5 14 
40・60 6 13 
60・80 7 4 
80・100 12 1 



























































































∞ σ) 0 
αコ αコ cn







































































ここで注目すべきは、両村における変容過程が、 1)1980年代から 1990年代初頭、 2)
1993年ごろから 1996年頃、 3)1996年頃以降の景気低迷期の 3期に分けられる点である。











Ruttan[1971:125-129Jのいう「土地に対する要素代替の過程 (processof factor 
substitution for land)J とみなすことができる。






































































ら調査時点までの農地取引の事例は、 G村の 21例(水田 4例、畑地 13例、果樹園等4例)

































1ライあたりわずか6.3トン(約 39t/ha)であった14 RFD[1996b: 31Jは、 5年生のユーカリ
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こともある。 Suksardand Thammincha [1995]は、農家と仲買人との取引において、価格を lライ



















リ林が存在する。これに政府や FIOのものを加えれば、 65万ライ(約 10.4万 ha)以上に



























































































































































































































































































































































































































Advance Agro Co. [N. d. J Welcome to Advance Agro: The only fully integrated pulp and 
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写真 5:野火の被害を受けたユーカリ (H村)と伐期を迎えたユーカリ (p村・ G村)
写真6:重度の塩害地とユーカリ (p村)
ユーカリは、ある程度の塩害にも耐え成長する。
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写真7:ユーカリの伐採(マハーサーラカーム県)
，. !" .-
写真8:薪炭材としてのユーカリ (p村)
一部は自家消費用の薪炭材となる。
109 
写真 9:ユーカリ仲買人
建築用の足場材をトラックから降ろしているところ。
写真 10:コーンケーン市内の木材商(r道沿しリ仲買人)
看板に「ユーカリ ・モクマオワ売っていますJとある。
110 
写真 11:パルプ工場 (コーンケーン県)
門前に仲買人たちのトラックが連なっている。
写真 12:在来樹種の造林(チャイヤプーム県)
不在地主によるタウンヤ耕作地。左がチーク、右がピノレマカリン。管理を任されている酬l
民が、中央でトウモロコシを耕作している。
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写其 12:都市住民によるユーカリ(マハーサーラカーム県)
金行とその経営者。看板に「育ったユーカリの木売っていますJとある。
写真 13:ユーカリの伐根作業 (G村)
ユーカリ伐採後伐根し，再びキャッサパを植える。
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写真 14:キャッサパの収穫風最 (G村)
写真 15:サトウキピの収穫風景 (G村)
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写真 16:水牛による耕起作業 (H村)
最近耕転機に取って代わられ、 ほとんど見られなくなっている。
写真 17:耕転機による耕起作業 (p村)
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写真 18:田植え (p村)
写真 19:直播稲作 (p村)
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写真 20:伝統的な股外就業 (p村)
竹で漁具を作っているところ。
写真21:古若の行商 (p村)
商品を選別している ところ。
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